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※ 本研究の成果は，助成金採択時期の問題もあり，平成
26 年度中には公表できなかった。しかし，平成 27 年度
の日本分析化学会第 64 年会（9 月に九州大学伊都キャ
ンパス）において発表予定であることを申し添える。


















































腫瘍体積を継時的に測定し，また同時に IL-2 や IFN-g な
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象となったのは 29 頭であり，生存期間 1 年未満の短期生
存群と，1 年以上の長期生存群の存在が明らかとなり，ネ
コ鼻腔内リンパ腫において放射線感受性の異なる 2 群が存
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